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少子高齢社会をのりきる
新しい基本構想に変えた！

今までの基本構想とここが違う

▽ 公募区民全員の区民ワークショップは中野区初
▽ 区民・民間活動を公共サービスの新たな担い手に
▽人々の自由と尊厳を守ることを基本理念で明記
▽財政破綻をつくった区有地の拡大策をやめ、
　持続可能な行財政運営の確立を明記
▽10年間の期間を定めた。

支出　一般会計 約874億4千万円（前年度より約20億円減）

義務的経費内訳

人件費 約272億円（全体の31.1％、前年度より約3億円減）

公債費（借金の返済） 約63億4,000万円（前年度より半分に減）

扶助費（福祉費） 約187億円（前年度より約20億円増）

主に増えたのは　　　
保健福祉費 約305億円（前年度より24億円アップ）

主な内訳 保険医療費（国保や老健会計への繰出金等）約64億円（前年度より約11億円増）

介護保険費（介護保険会計への繰出金等）約25億5,000万円（前年度より2億5,000万円増）

生活援護費　約118億円（前年度より約9億円増）

障害福祉費　約46億円（前年度より約4億円増）

子ども家庭費　約137億円（前年度より約3億7,000万円アップ）

主な内訳 保育サービス費 約80億円
児童手当費 約17億5,000万円
子ども医療助成費 約6億円

次世代に負担を残さないために！
計画的な基金の積み立てを
施設配置や運営方法の大胆な見直しを
財政を見据えた十カ年計画を

▲片山　鳥取県知事と

▲堂本　千葉県知事と

これからもっと大変だ！
▽借金を返すのが大変
　現在の借金額　約540億円

▽ 貯金（基金）が足りない

　現在の基金残高　約124億円　
　借金の返済や耐用年数が来る学校等の建替え、

　団塊世代職員の退職金等、今後大きな支出が予想される

▽ 国の補助金が削減される
　生活保護費や支援費などの補助金が削減され、

　自治体負担が大きくなる。

▽高齢化で医療費・介護費など福祉予算が増大。

今年度予算

財政調整基金から約１５億６千万円取りくずし
中野区の厳しい財布の中身

市民参加度　全国８位へ
中野区大きくアップ　

全国優良都市ランキング（全国695都市・東京23区）日本経済新聞社編

■■2年前より2004年夏調査で■■

総合行政革新度 95位 → 39位　　　　
効率化・活性化度406位 → 92位
市民参加度 219位 →   8位　

自
治
体
改
革
を
発
信
す
る

ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
首
長
連
盟（
田
中
区
長
も
加
盟
）の
結
成
大
会
で

自
治
体
改
革
を
発
信
す
る

ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
首
長
連
盟（
田
中
区
長
も
加
盟
）の
結
成
大
会
で

収入　一般会計の収入予定額　約839億7千万円
区民税 約271億3,000万円（全体の31％）

特別区交付金 約278億4,000万円（都と23区で分ける法人住民税・固定資産税など）

都や国の補助金 約153億円
その他の収入 約137億円（消費税や使用料等）

足りない分借金（特別区債）約18億3,000万円
貯金（基金）から 約16億4,000万円取りくずし



いっしょに生きたいネッ！この街で…

佐
藤
　
京
都
議
定
書
で
日
本
に
６

％
の
CO2
等
削
減
目
標
が
課
せ
ら
れ

た
が
、中
野
区
の
削
減
達
成
状
況

は
？
地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た

行
動
計
画
の
策
定
と
年
次
報
告
を
。

区
長
　
15
年
度
は
12
年
度
と
比
べ

て
10.5
％
の
削
減
が
さ
れ
た
。区
と
し

て
新
た
な
削
減
目
標
の
設
定
や
行

動
計
画
を
検
討
す
る
。

佐
藤
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
策
は
。

区
長
　
太
陽
光
や
風
力
発
電
等
の

設
備
を
民
間
に
も
広
め
て
い
く
こ

と
や
、グ
リ
ー
ン
電
力
の
普
及
等
検

討
し
て
い
き
た
い
。

2
0
0
5
年
　
　
第
一
回
定
例
会
　
一
般
質
問

京
都
議
定
書
発
効

地
球
温
暖
化
防
止
へ
積
極
的
な
取
り
組
み
を

中
野
区
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
案
を
た
だ
す

ア
ジ
ア
太
平
洋
み
ど
り
の

京
都
会
議
に
参
加
。モ
ン
ゴ

ル
で
は
平
均
気
温
が
上
昇
し

砂
漠
地
帯
が
広
が
り
、タ
ヒ

チ
は
水
没
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
等
、各
国
か
ら
地
球

温
暖
化
危
機
の
訴
え
。ド
イ

ツ
か
ら
太
陽
光
や
バ
イ
オ
等

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の

報
告
も
さ
れ
、各
国
が
早
急

に
CO2
等
の
削
減
に
努
力
す
べ

き
だ
と
強
く
感
じ
た
。

CO2
の
吸
収
源
と
な
る
緑
の
保
存
や
育
成
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
支
援
、CO2
等
削
減
の
啓
発
等
、自
治
体
か
ら
で
き

る
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
私
た
ち
は
取
り
組
む
べ
き
だ
。

早
急
に
保
育
園

待
機
児
ゼ
ロ
を
目
指
せ

佐
藤
　
昨
年
４
月
の
待
機
児
童
数

は
48
名
。計
画
案
で
は
５
年
後
ま
で

に
待
機
児
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
だ

が
も
っ
と
早
く
で
き
な
い
か
。

区
長
　
定
員
の
弾
力
化
で
35
人
の

定
員
の
増
加
を
図
っ
た
。認
証
保
育

園
の
新
設
時
期
等
05
年
度
中
に
明

ら
か
に
し
待
機
児
解
消
に
努
力
す

る
。認

可
外
保
育
に
も
支
援
を

佐
藤
　
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ

る
認
可
外
保
育
園
に
も
支
援
策
を
。

区
長
　
実
態
調
査
等
行
い
支
援
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
ィ
の

実
施
を

佐
藤
　
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

の
新
規
拡
充
策
は
？
夜
間
子
ど
も

を
預
か
る
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
ィ
を
。

区
長
　
15
歳
ま
で
拡
充
す
る
。夜
間

保
育
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
な
い
の
で

実
施
し
な
い
。

地
域
に
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
を

佐
藤
　（
仮
）総
合
公
共
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
子
育
て
の
拠

点
に
も
な
る
の
か
。

区
長
　
地
域
の
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も
持
た

せ
る
。

障
が
い
者
の
立
場
に
立
つ

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

佐
藤
　
区
の
職
員
の
対
応
が
障
が

い
者
に
対
し
て
配
慮
が
足
り
な
い

と
言
う
声
を
聞
く
。改
善
方
法
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
障
が
い
者
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
招
い
た
職
員
研
修
を

実
施
す
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

保
育
の
充
実
を

佐
藤
　
ア
ポ
ロ
園
保
護
者
の
方
々

の
話
を
聞
い
た
。親
子
を
支
え
る
支

援
策
と
し
て
地
域
の
保
育
園
や
幼

稚
園
で
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
べ

き
だ
。専
門
チ
ー
ム
に
よ
る
私
立
園

も
含
め
た
保
育
園
や
幼
稚
園
へ
の

支
援
体
制
を
。

区
長
　
可
能
な
限
り
障
が
い
児
が

適
切
な
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
工
夫
を
す
る
。専
門
家
に
よ
る
研

修
等
私
立
、区
立
を
区
別
す
る
こ
と

な
く
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

民
間
事
業
者
の

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
は

佐
藤
　
民
間
事
業
主
に
も
行
動
計

画
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。事
業

者
の
策
定
状
況
の
把
握
を
。

区
長
　
策
定
し
た
行
動
計
画
の
提

供
を
求
め
て
い
る
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

佐
藤
　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
は

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
一
日
平
均
利

用
者
数
が
５
千
人
以
上
の
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
標
に
し
て
い

る
。中
野
区
内
の
全
駅
が
そ
の
対

象
。早
急
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
の
策
定
を
。安
全
に
歩
け
る
歩
道

の
整
備
を
。

都
市
整
備
部
長
　
今
年
度
早
期
に

構
想
を
策
定
す
る
。ま
ず
新
中
野
駅

周
辺
の
歩
道
整
備
を
行
い
、順
次
他

の
地
域
も
行
な
っ
て
い
く
。

佐
藤
　
歩
道
に
出
さ
れ
て
い
る
店

舗
の
看
板
が
、視
覚
障
が
い
者
や
車

椅
子
利
用
者
の
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
。取
り
締
り
を
。ス
マ

イ
ル
中
野
の
裏
の
自
転
車
も
通
行

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。改
善
を
。

都
市
整
備
部
長
　
都
や
警
察
署
と

連
携
し
て
取
締
り
を
行
な
う
。駐
車

整
理
区
画
の
実
施
な
ど
歩
行
者
空

間
の
確
保
に
取
り
組
む
。

保
健
福
祉
審
議
会
へ

当
事
者
参
加
を

佐
藤
　
保
健
福
祉
審
議
会
へ
障
が

い
を
持
つ
当
事
者
の
参
加
を
。

保
健
福
祉
部
長
　
委
員
の
中
に
加

え
る
。



いっしょに生きたいネッ！この街で…

佐
藤
　
住
民
の
住
所
、氏
名
、生
年

月
日
、性
別
が
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
住

民
基
本
台
帳
は
、住
民
基
本
台
帳
法

に
基
づ
き
、原
則
誰
で
も
そ
の
リ
ス

ト
を
閲
覧
で
き
る
。こ
の
住
民
基
本

台
帳
大
量
閲
覧
か
ら
消
費
者
被
害

が
起
き
た
。若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

DM
を
送
り
契
約
を
強
要
し
て
い
た

会
社
が
昨
年
都
か
ら
勧
告
処
分
を

受
け
た
。こ
の
会
社
は
中
野
区
は
じ

め
各
自
治
体
の
住
民
基
本
台
帳
を

閲
覧
し
て
い
た
。昨
年
６
月
か
ら
９

月
の
中
野
区
の
住
民
基
本
台
帳
閲

覧
申
請
件
は
275
件
で
、ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
た

め
の
閲
覧
が
205
件
と
ほ
と
ん
ど
を

占
め
て
い
る
。事
実
上
商
業
目
的
の

大
量
閲
覧
を
制
限
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。消
費
者
被
害
が
引
き
起

こ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
厳
格
に

チ
ェ
ッ
ク
し
制
限
を
か
け
る
べ
き
だ
。

区
民
生
活
部
長
　
営
利
目
的
で
の

閲
覧
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
の
で
、国
に
対
し
て
閲
覧

国
会
に
上
程
さ
れ
た
障
害
者
自

立
支
援
法
案
。そ
の
学
習
会
を
お
こ

な
っ
た
。雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数

の
参
加
が
あ
り
、講
師
の
尾
上
浩
二

さ
ん
か
ら
問
題
点
を
う
か
が
っ
た
。

（
１
）移
動
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。

（
２
）障
が
い
者
本
人
が
選
ぶ
の
で

は
な
く
、専
門
家
が
サ
ー
ビ
ス
の
支

給
量
を
判
定
す
る
。　

（
３
）ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
が
使
え
な
く

な
り
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
ミ
ニ
施

設
化
す
る
等
の
不
安
が
出
さ
れ
た
。

　
福
祉
団
体
か
ら
の
陳
情
を
受
け
、

全
国
に
先
駆
け
て
中
野
区
議
会
か

ら
国
に
「
障

が
い
者
や
区

市
町
村
の
意

見
を
聞
き
十

分
反
映
す
る

よ
う
に
」
と

意
見
書
を
出
し
た
。

国
庫
補
助
が
削
減
に

　
中
野
区
は
知
的
障
害
者
通
所
施

設
を
今
年
度
計
画
し
て
い
る
。と
こ

ろ
が
国
は
通
所
施
設
建
設
の
補
助

金
を
今
年
度
削
減
す
る
と
い
う
。こ

れ
で
は
障
が
い
者
の
自
立
生
活
支

援
が
す
す
ま
な
い
。国
は
支
援
す
る

べ
き
と
、厚
生
労
働
大
臣
に
要
請
し
た
。

支
援
費
基
準
、急
に
見
直
し

こ
の
４
月
か
ら
、障
が
い
者
ヘ
ル

パ
ー
費
の
単
価
が
大
幅
に
下
が
り
、

新
た
に
重
度
の
知
的
障
が
い
者
の

行
動
援
護
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
等

が
、区
に
３
月
下
旬
急
に
伝
え
ら
れ

た
。ヘ
ル
パ
ー
確
保
が
難
し
く
な
る

等
、利
用
者
が
影
響
を
受
け
る
。厚

労
省
に
意
見
を
出
す
よ
う
当
事
者

達
と
都
に
要
望
に
行
っ
た
。

介
護
保
険
で
地
域
参
加
が

で
き
な
い
?!

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
行

制
度
の
見
直
し
、法
改
正
を
要
望
し

て
い
る
。区
と
し
て
も
今
後
閲
覧
申

請
の
審
査
の
強
化
、閲
覧
の
抑
制
を

図
っ
て
い
く
。（
今
年
、少
女
暴
行
容

疑
者
が
住
民
基
本
台
帳
を
悪
用
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。全
国
の

自
治
体
の
要
請
を
受
け
、国
は
閲
覧

制
度
見
直
し
の
た
め
の
検
討
に
よ

う
や
く
入
っ
た
。）

中
野
区
　
―
閲
覧
審
査
を
強
化
―

従
来
の
添
付
書
類
に
加
え
、登
記
簿

謄
本
等
の
提
示
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
取
得
の
確
認
等
申
請
者
に

行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、閲

覧
席
も
減
ら
し
た
。

ど
う
な
る
障
害
者
自
立
支
援
法
案

な
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送

迎
に
、介
護
保
険
ヘ
ル
パ
ー
を
使
え

な
く
な
っ
た
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、お
祭
り
や
観

劇
等
趣
味
の
外
出
介
助
に
ヘ
ル

臨
時
職
員
約
二
〇
〇
人
が

短
時
間
公
務
員
に
な
っ
た

中
野
区
は
23
区
に
先
駆
け
任
期

つ
き
短
時
間
公
務
員
制
度
を
導
入

し
た
。時
給
の
み
の
保
育
園
等
の
臨

時
職
員
が
、三
年
間
の
任
期
付
の
一

般
職
に
な
り
期
末
・
通
勤
手
当
が
付

く
等
待
遇
が
改
善
さ
れ
た
。

学
校
の
介
助
員
も
今
ま
で
原
則

六
ヶ
月
ご
と
に
替
わ
っ
て
い
た
が
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
慣
れ
た
人

か
ら
安
定
し
て
介
助
を
受
け
る
こ
と

が
、や
っ
と
で
き
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
厚
生
労
働
省

パ
ー
は
使
え
な
い
と
、都
か
ら
指
導

が
あ
っ
た
そ
う
だ
。地
域
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
体
も
心
も
元
気
に
す

る
の
に
、一
律
の
規
制
は
お
か
し
い

と
都
と
区
に
要
望
。

難
産
の
末

賛
成
多
数
で
可
決

二
年
間
に
わ
た
り
、区
民
や
議
会

の
議
論
に
も
ま
れ
て
き
た
末
の
到

達
点
。一
ヶ
月
前
は
可
決
が
む
ず
か

し
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
状
況

だ
っ
た
だ
け
に
感
無
量
。

区
民
参
加
は
議
論
を
重
ね
、新
た

な
合
意
を
お
互
い
に
生
み
出
す
こ

と
だ
と
わ
か
っ
た
。す
べ
て
の
区
民

が
政
策
立
案
に
参
加
で
き
、公
共

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
も
な
れ
る
、

そ
う
し
た
地
域
社
会
を
目
指
す
基

本
合
意
が
や
っ
と
創
り
出
せ
た
。

自
治
基
本
条
例
に
は
区
民
の
参

加
の
権
利
と
手
続
き
等
が
明
記
さ

れ
た
。全
国
で
23
番
目
に
誕
生
。区

長
の
任
期
が
盛
り
込
ま
れ
た
基
本

条
例
は
全
国
初
。議
員
の
中
に
は
自

治
体
の
基
本
条
例
は
必
要
な
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
、可
決
が
危
ぶ
ま

れ
た
。自
民
・
民
社
ク
ラ
ブ
か
ら
修

正
案
が
出
さ
れ
、や
っ
と
可
決
さ
れ

た
。 新

し
い
基
本
構
想
と
自
治
基
本
条
例

一
般
質
問
つ
づ
き 

佐藤ひろこの収支報告 2005年1～3月

1月 2月 12月 期末手当

収 報 酬 ¥588,200 ¥588,200 ¥588,200 ¥213,222

入 費 用 弁 償 ¥9,000 ¥3,000 ¥24,000

支 税 金 ¥69,980 ¥57,840 ¥57,840 ¥24,947

年 金 ・ 保 険 ¥140,680 ¥140,680 ¥140,680 ¥5,325

活 動 費 ¥129,181 ¥86,981 ¥145,769 ¥157,235

出 積 み 立 て ¥9,000 ¥3,000 ¥24,000

残 ¥248,359 ¥302,699 ¥243,911 ¥25,715

費用弁償とは会議に出席すると支給される3，000円の日当のこと。給
与の二重取りのようで受け取れません。しかし返すことは寄付行為と見
なされ、できないので、積み立て、地震被災地等へのカンパにあてていま
す。



いっしょに生きたいネッ！この街で…

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

計
画
示
さ
れ
る

●
傍
聴
し
て
ね
！
●

▲
▲
次
の
議
会
は
▼
▼

６
月
２
日（
木
）〜
６
月
15
日（
水
）

陳
情
〆
切
は
６
月
１
日（
水
）

蚕
糸
の
森
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
に

杉
並
区
の
蚕
糸
の
森
公
園

を
杉
並
区
の
課
長
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
服
部
議
員
と
見

学
。公
園
部
分
は
約
２
ha
。公

園
と
隣
接
し
て
小
学
校
の
運
動
場

が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
よ
り
広

く
感
じ
る
。学
校
と
公
園
の
間
に
は

シ
ャ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
、木
々
の
間
に
は

放
水
銃
が
設
置
さ
れ
て
い
て
防
災

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。中
野
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
計
画
案
の
防
災
公
園

を
中
心
と
し
た
３
〜
４
ha
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
中
学
校
の
校
庭

と
隣
接
す
る
計
画
で
、蚕
糸
の
森
公

園
を
よ
り
広
く
し
た
イ
メ
ー
ジ
か
。

　
私
も
一
年
生

小
学
校
の
入
学
式
に
出
席
。

新
一
年
生
よ
り
祖
父
母
も
い

る
保
護
者
席
の
方
が
い
っ
ぱ

い
。少
子
高
齢
社
会
の
縮
図
の

よ
う
。そ
の
夜
は
、私
も
大
学
院
の

入
学
式
。30
年
ぶ
り
の
学
生
生
活
。

立
教
大
学
大
学
院
の
21
世
紀
社
会

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
や

組
織
の
危
機
管
理
、防
災
の
こ
と
も

学
ぶ
。こ
れ
か
ら
の
福
祉
政
策
を
研

究
す
る
予
定
。

パ
ー
ト
労
働
法
の
改
正
を

　パ
ー
ト
労
働
の
均
等
待
遇

を
求
め
、厚
生
労
働
省
前
で
マ

イ
ク
を
に
ぎ
り
訴
え
た
。常
勤

職
員
と
同
じ
よ
う
に
働
い
て

も
年
金
や
保
険
が
つ
か
な
か
っ
た

り
、不
安
定
な
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
の

拡
大
が
日
本
の
社
会
保
障
制
度
全

体
も
ゆ
る
が
し
て
い
る
。パ
ー
ト
労

働
法
を
さ
ら
に
改
正
し
、均
等
待
遇

や
社
会
保
険
の
し
く
み
を
義
務
づ

け
る
べ
き
だ
。

５
月
９
日「
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
計
画
」が
示
さ
れ
た
。２
年
近

く
の
議
論
の
中
で
当
初
の
叩
き
台

か
ら
変
わ
っ
て
き
た
の
は
防
災
公

園
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
。今
回
さ
ら

に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
緑

や
防
災
に
関
す
る
強
い
意
見
を
受

け
て
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
緑
地

空
間
と
し
、環
境
・
防
災
上
の
機
能

を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
た
。広
域
避
難
場
所
に
関
し
て
は

「
警
察
大
学
跡
地
に
、1.5
ha
の
防
災

公
園
を
中
心
に
土
や
緑
を
大
事
に

し
た
３
〜
４
ha
の
ま
と
ま
っ
た

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、10

〜
11
ha
の
避
難
有
効
面
積
を
確
保

す
る
。」と
の
こ
と
。

４
ha
の
公
園
を
区
が
買
う
と
周

辺
道
路
整
備
と
合
わ
せ
て
想
定
約

２
百
億
円
の
税
金
が
か
か
る
。次
世

代
に
過
大
な
負
担
を
残
さ
な
い
た

め
に
税
金
投
入
を
抑
え
、民
間
負
担

を
主
と
し
た
整
備
手
法
を
と
る
。

今
後
、土
地
利
用
の
基
本
方
針

を
、土
地
の
持
ち
主
で
あ
る
財
務
省

と
協
議
し
定
め
て
い
く
こ
と
に
な

る
。環
境
や
防
災
に
配
慮
さ
れ
る
よ

う
、厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
。

４
月
11
日
の
特
別
委
員
会
で
は
、

緑
の
防
災
公
園
を
要
望
し
た
14
号

陳
情
や
北
口
広
場
の
存
続
を
求
め

た
16
号
陳
情
等
に
賛
成
討
論
。

1月
25～27 中野駅前トーク
27 補正予算内示
29 マニフェストワークショップ

2月
3 視覚障害者対応信号機設置要望

セクシャルハラスメント学習会
４ 中野駅周辺警大跡地整備特別委員会
５ 自治基本条例について意見交換会
6 さくら館でもちつき大会
７ 都市計画審議会傍聴
８ 私立鷺宮学園幼稚園見学

11～12 アジア・太平洋みどりの京都会議
15 朝・日友好親善中野・杉並新春のつどい
16 中野駅周辺警大跡地整備特別委員会
17 区議会　区長所信表明

19～20 友人の葬儀
21～23 区議会本会議　佐藤ひろこ質問
24 予算特別委員会
25 谷戸小学校で防災訓練
26 夜回りの会学習会
27 子どもＮＰＯと行政の協働に関するシンポ

3月
28～４ 予算特別委員会
５ 白鷺ホームへ
6 さくら館まつり

7～10 予算特別委員会　
8 路上生活者等健康相談会
10 ９条の会
11 本会議・住民自治をすすめる会
12 障害者自立支援法について学習会
13 もぐもぐの会（いっしょにつくって食べる）
14 谷戸小地域安全協議会設立準備会

15～17 区民委員会
19 田中ナースリー保育園修了式

ハンディキャブの会
20 ＮＰＯねこの手総会
22 中野駅周辺警大跡地整備特別委員会
23 中小企業退職金共済会評議員会

「自立支援法でどうなる？」尾上氏講演会
24 谷戸小卒業式
25 本会議
30 中野駅周辺警大跡地整備特別委員会
31 女性相談に関する意見交換会

4月
４ 蚕糸の森公園見学
６ 谷戸小入学式・立教大学大学院入学式
７ 都に支援費制度について要望
８ 首都圏均等待遇アクション
11 中野駅周辺警大跡地整備特別委員会
12 中野区初単独型認知症高齢者グループホーム見学

23区民自治の会「住民基本台帳大量閲覧」
13 住民自治をすすめる会　議会報告会

4月4日

4月6日

4月8日

介護保険・支援費の見直しで
どうなる？地域福祉

日時 7月27日（水）
午後1時半～3時半

場所 中野区女性会館 研修室

お話 川口有美子さん（ケアサポートモモ）


